
自給農耕ゼミ（小金井）第１回

9月18日（土）14：00～16：00

小金井市中町カエルハウスおよびｵﾝﾗｲﾝ（zoom）

協催：カエルハウス運営委員会、NPO自然文化誌研究会
（植物と人々の博物館／雑穀街道普及会）。

農耕と農業の始まりと農耕文化基本複合、市民農園と家庭菜園
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農耕と農業の比較

項目 農耕 農業

経済 自給、生業 産業、資本多投下

耕作面積 小規模 大規模

従事者 家族 家族+小作人、季節労働者

生産物 生活食料 租税、商品、戦略物資、バイオ燃料

作物 多品種少量生産 特定作物大量生産

栽培方法 有機的 無機的、農薬・肥料多用

生物文化多様性 高い 画一的、低い

農耕文化基本複合 維持継承 衰退か無い

社会形態 地域共同体 国行政体

自尊、誇り 自力自立、自律 自己家畜化の進行、他力他律



採集 収集 移植、管理 栽培

半栽培 栽培化

野草 雑草

飼料 保険作物 作物

自然選択
+ 人為選択

自然雑種形成
+ 人為雑種育成

逸出や擬態

共生

多数作

敵対 隷属

単作

潜在意識
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生業／農耕 産業／農業

余剰生産

人里植物

地域および在来品
種

改良品種

野生 商品化

植物と人々の関わりの歴史

共存

山村の過疎化： 妥協のフロンティアが破れて、野生が越境
適応
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４つの農耕文化（中尾１９６6）と7つの栽培起源地
（阪本１９９６）
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空間と時間を考える



伝統的焼畑の優れた技術の認知 （中尾1967）
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農耕文化基本複合



生物文化多様性の情報保存

記憶銀行

在来技術

現代化

「科学的」知識
と技術

高収量品種群

伝統的品種群

遺伝子銀行

ｂ

文化情報
知識、技術

文化的変異性

人間と環境の
相互作用

遺伝的変異性

遺伝情報
遺伝子型、
表現型

突然
変異､
浮動

革新／
普及

環境変化
共進化
選択／育
種／淘汰

a

Nazarea 1998



表２．在来品種などの用語解説

類型 説明

地方品種・在来品種 各地域で古くから栽培されてきて、環境に適応し、地域固有の好みにあった伝統的な品種

固定品種 自家採取でき、形質があまり分離しない遺伝的に安定した品種（純系まで固定されていない）

交雑品種 固定品種間の交雑で得られる品種（自然選択に加え、人為選択が働いている）

改良品種

栽培植物や家畜などにおいて人為選択や交雑などにより有用な品種を作り出すこと。集約的な栽培管理と施
肥料の多い条件下で高収量を上げるように、広域適応性に向けて育種されることが多い。

一代雑種（Ｆ１）
好ましい形質をもつ異なる品種や系統の間の人為交雑による一代雑種は両親に比較して優れる雑種強勢の現
象が認められる

遺伝的侵食
改良品種が大農式農法とともに、地域へと組織的に導入されると、在来品種は少数の改良品種にとって代わ
られ、地域の品種群の遺伝的多様性は急速に減少して画一化する。また、少量生産の種や品種は消滅する。

遺伝子組み換え作物 遺伝子組み換え技術により遺伝的特性を改変させた作物

「古くから」の含意は近代的品種改良がおこなわれるようになった明治期以前からとしておく。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E4%BC%9D%E5%AD%90%E5%B7%A5%E5%AD%A6


ホームガーデンとは何か
➢ 家族経営による、小規模自給農耕をいう。

➢ 自給以外には、少量の余剰産物を、近親者に贈答、無人スタンドや地元の産直店で
販売する。多くても提携家庭30戸程度に、宅配などで自主流通する。

➢ 大規模市場、青果卸売市場には出さない。

➢ 栽培面積は、余剰産物があまりできない、0.1から0.5程度まで、多くても2ヘクター
ルほどまで。



ホームガーデンの類型
別表１．　  ムガ デンの類型

類型 経営者 栽培面積 経営目的 立地 自家採種 生物多様性 事例

１．小規模自給農耕 家族
０．１～０．５、２ヘ
 タ ル程度以下

自給
山村、都
市近郊

有機、あり 有効 アジア、兼業、小作

ダ チャ 家族 ６ア ル程度 自給 都市近郊 有機、あり 有効 ロシア、ダ チャ
家庭菜園 家族 ２～３ア ル程度 自給 自宅周辺 有機、あり 有効 アジア、キッチンガ デン

２．コミュニティ ・ガ デン
行政・ＮＰＯ
団体

０．１～０．５、１ヘ
 タ ル程度以下

コミュニティ
づくり

都市内、
鉄道駅近
く

可能性あり 可能性あり
ドイ 、 ラインガルテン；
イギリス、コミュニティ 
ガ デン

市民農園
行政・農家・
企業、市民
個人

３～２５ｍ２ 園芸趣味 都市内 可能性あり 可能性あり

3．学校園 教職員 １～２ア ル
食農・環境
学習

学校内 可能性あり 可能性あり
ス  ルガ デン、シュ 
レガルテン

生徒、協力
農家

楽しみ、コ
ミュニティづ
くり

学校周辺 学校農園、学校ビ ト プ



回答数 江戸野菜の種・品種 栽培者数(%) 栽培野菜の種・品種　1)

35 小松菜 61(76.3) ダイコン
25 亀戸大根 43(53.8)   レンソウ
11 大蔵大根 38(47.5) ブロッコリ
8 練馬大根 29(36.3) ハ サイ
3 だいこん 27(33.8) シュンギ 
17 金町こ ぶ 26(32.5) レタス
2 こ ぶ 22(27.5) カブ、キャベ 
14  ぶ 20(25.0) カリフラワ 
14 東京長 ぶ 17(21.3) ネギ
17 の ぼうな 15(18.8) コマ ナ、ミズナ
15 半白きゅうり 14(17.5) ニラ
2 滝野川にんじん 11(13.8) ニンジン
9 三寸人参 10(12.5) チンゲンサイ
11 にんじん 8(10.0) アブラナ
12 東京うど 6(7.5) ノザワナ
9 東京べ な 5(6.3) ジャガイモ、メキャベ 

7 しんとりな、寺島なす、谷中生姜 4(5.0) カ  ナ、コマ ナ、トウガラシ

5 まくわうり 3(3.8)
イチゴ、タイサイ、チュウゴ ヤサイ、ナス、
バジル、ハ カダイコン、ピ マン

4 千 ねぎ

2 拝島ねぎ

3 ねぎ
4 滝野川ごぼう
1 日本ほ れんそう
3 ほ れんそう
3 内藤とうが し
2 じゃがいも 2(2.5) コネギ、セロリ、ワケギ

1

早稲田みょうが、関野栗、しゅん
ぎく、きゃべつ、 りふ わ 、日
本 ぼちゃ、奥多摩わさび、三浦
大根、ぶろっこり 、明日葉、竹
の子、馬込なす、ちんげんさい、
さつまいも、さに れたす、はくさ
い、とうもろこし、えだまめ、れた
す

1(1.3)

アスパラガス、アップルミント、エンドウ、 
レンジミント、カボチャ、キョウナ、ケ ル、
コカブ、ゴボウ、サトイモ、シシトウ、シソ、
ショウゴインダイコン、ショ ヨウキ 、スイ
ゼンジナ、タマネギ、チコリ、トマト、ナガイ
モ、ノラボウナ、パセリ、花キ 、ハボタン、
マリ ゴ ルド、ミウラダイコン、ミ バ、
ラッキョ、レモンバウム

17(21.3)
トンネル栽培で実生のため、同定できず不
明

１）栽培種数平均　6.31±2.63、範囲2～14、東西畝／南北畝＝68/12

表4．知っている江戸野菜の種・品種および市民農園（80区画）で栽培されている野菜の種・品種

市民農園の初夏と秋



シューマッハ カレッジの  ずまいと、
お祭りでのカフェ運営。

Old School Farm に隣接するコミュニティガーデン



カナダ、バンクーバー、コミュニティーガーデンの作物



ハワイのファーマーズマーケット



エコミュージアム日本村／植物と人々の博物館／
雑穀街道普及会、雑穀栽培見本園

山梨県小菅村



イギリス事例トモーデン

道端菜園
千葉大学
園芸学部
からの路



自給知足 吾唯足知

（仁和寺のつくばい蹲）

道端菜園
キッチンガーデン、
家庭菜園、
コミュニティーガーデ
ン
クラインガルテン
ダーチャ



自給知足、素のままの美しい暮らし
sobibo

• 野生動植物のドメスティケー
ション；栽培化、家畜化

• 自然現象をどこまで人間に適用
するのか。ダーウィン主義

• 社会進化論

• 人間も自然ではあるが、心をも
つ存在である。

• 人間の自己家畜化を考える

• 大規模農耕vs小規模農耕

• 社会的共通資本コモンズ

• 入会地、地域共同体管理

• コミュニティー農園、市民農園、
ダーチャ、都市農業

• 子供向け農学校、農業小学校



人新世：日本での出來事を中心に

暦年 原子力関係 国連宣言 人為災害 自然災害 世界的流行 情報通信

1945 トリニティ実験、原子爆弾の広島・

長崎への投下

第2次世界大戦後、化石燃料

の使用増大、二酸化炭素排出

量急増（1950's）、温暖化

第２次人口爆発、家畜

飼養数の増加開始

（1950）

テレビ放送開始（1953）

1948 人権宣言

1954
ビキニ環礁水爆実験、第５福竜丸な

ど被曝

水俣病（1956）、新潟水俣病

（1964）、イタイイタイ病

（1910~1970's）、四日市喘

息（1959~1972）

伊勢湾台風（1959） アジアかぜ（1957）

1963 東海村の動力試験炉JPDR初発電 緑の革命（1968） 香港かぜ（1968）

1970 核拡散防止条約

1972 人間環境宣言 ヴェトナム戦争終結（1975)

1979 スリーマイル島原子力発電所事故 遺伝子組み換え（1980's）
後天性免疫不全症候群

（1984）

インターネットの普及

（1982）

1986 チェルノブイリ原子力発電所事故
アメリカ同時多発テロ

（2001）

阪神・淡路大震災

（1995）
牛海綿状脳症（1986）

1993 生物多様性条約

2007 先住民権利宣言
ゲノム編集（2005）、ピーク

オイル（2006）
SNSの普及（2004）

2011 福島原子力発電所炉心溶融 放射性物質拡散（2011）
東日本大震災（2011）、

御岳山噴火（2014）

鳥インフルエンザ

（2005）、豚インフル

エンザ（2009）

2017 核兵器禁止条約 台風１８号（2015）
急性呼吸器疾患

（2019）

2018 小農権利宣言
人口知能AI（2020）、

ビッグ・データ

人為的環境変動 地史的環境変動



20世紀の主な飢饉による餓死者数
西暦 地域 原因 餓死者数
1900 インド 旱魃 250,000～3,250,000
1918 ドイ 第一次世界大戦、凶作、カブラの冬 762,000

世界 戦死者 8,529,000

1921 ロシア 旱魃 5,000,000

1928 中国北部 旱魃 3,000,000

1932 ウ ライナ  ロドモ ル、政策 2,600,000～10,000,000

1932 カザフスタン ウ ライナに連動 1,200,000～1,500,000

1936 中国 旱魃 5,000,000

1941 ロシア ドイ 軍の包囲 1,000,000

1941 ギリシャ ドイ 軍の占領 300,000

1942 中国 河南飢饉 2,000,000～3,000,000

1943 インド ベンガル飢饉 1,500,000～3,500,000

1944  ランダ 第二次世界大戦、飢餓の冬 22,000

1945 世界 第二次世界大戦 20,000,000

世界 戦死者 19,500,000

1944 ソ連 レニ ングラ ド封鎖70万人以上 1,000,000～1,500,000

1947 ソ連 凶作、付属地の制限 1,000,000～1,500,000

中国 大躍進政策 36,000,000

1965 インド 旱魃 1,500,000
1968 サヘル 旱魃 1,000,000
1975 カンボジア  メ ル・ル ジュ政策 2,000,000
1996 北朝鮮 水害、苦難の行軍 220,000～3,500,000
1998 コンゴ 内戦 3,800,000
1732 日本享保 凶作、イナゴ襲来 1,000,000
1782 日本天明 凶作 1,100,000
1833 日本天保 凶作 300,000
1930 東北 凶作 不明
1945 国内外 第二次世界大戦 　　850,000～1,400,000

日本 戦死者（上記を含む） 3,100,000
1946 国内 敗戦後、凶作 不明
1993 東北 凶作 0

wikipediaで人数書きされている事例
L.Collingham2011ほ 

｝ 日本軍の侵攻

｝ 日本軍の侵攻

2021年8月9日午後7時にまとめた統計によると、世界の新型
コロナウイルスによる死者数は429万4735人に増加した。



市民と緑・農との共生プロジェクト（新規提案）

小金井環境市民会議内、運営会、
まちづくり部会での議論等を踏まえ、
多くの市民が環境について関わって
いくプロジェクトとして、小金井ら
しい緑でもある「農」について、立
ち上げる。

市民会議に関わる団体や、個人を
中心に、広く、勉強会・見学会・体
験活動の３点を回して、小金井らし
い緑・農との共生のあり方を共有し、
担い手育成につなげる。

行動学習プログラム

地域L；協働Cp；保全Cn

基本学習プログラム

自然誌N

関連学習プログラム

生産M



パブリックコメント募集：

令和3年9月1日（水曜）から令和3年9月
30日（木曜）まで

小金井環境市民会議で意見書を提出し
てはいかがですか。


